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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

都
道
六
十
一
号
線
の
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

入
口
バ
ス
停
か
ら
陣
馬
街
道
の
切
通
し
ま

で
凡
そ
四
㎞
の
行
程
。
小
田
野
ト
ン
ネ
ル

手
前
か
ら
、
中
世
の
城
跡
小
田
野
城
に
入

る
。
鎌
倉
古
道
を
歩
き
、
武
田
信
玄
の
娘

松
姫
が
剃
髪
し
た
心
源
院
へ
。
こ
こ
か
ら

旧
案
下
道
（
旧
陣
馬
街
道
）
を
通
り
、
再

び
鎌
倉
古
道
を
歩
い
て
市
指
定
の
キ
ン
モ

ク
セ
イ
を
垣
間
見
る
。
ま
た
陣
馬
街
道
に

出
て
、
渡
っ
た
先
の
八
幡
神
社
へ
。
そ
の

後
、
北
浅
川
沿
い
を
歩
き
、
小
田
野
中
央

公
園
ま
で
行
く
。
こ
こ
か
ら
新
撰
組
隊
士

中
島
登
出
生
の
地
碑
を
見
、
再
度
陣
馬
街

道
を
横
断
し
て
、
安
下
道
道
標
を
見
て
、

観
栖
寺
へ
。
観
栖
寺
か
ら
、
恩
方
市
民
セ

ン
タ
ー
へ
。
そ
の
後
、
旧
案
下
道
の
霊
照

庵
、
菅
原
神
社
を
参
拝
。
村
民
の
開
削
願

い
の
提
出
で
実
現
し
た
切
通
し
へ
と
至
る
。

さ
ら
に
、
日
枝
神
社
を
参
拝
後
、
渡
来
銭

発
見
で
有
名
な
法
泉
寺
に
着
く
。
こ
こ
で

解
散
。 

 

①
小
田
野
城
跡□

国 

西
寺
方
町
一
四
五
外 

小
田
野
城
址
は
、
八
王
子
城
の
出
城
と

考
え
ら
れ
、
北
条
氏
照
の
家
臣
小
田
野
源

太
左
衛
門
屋
敷
跡
の
伝
承
を
も
つ
戦
国
時

代
の
城
郭
跡
で
あ
る
。
案
下
道
（
陣
馬
街

道
）
を
見
下
ろ
す
防
御
拠
点
に
位
置
し
、

独
立
丘
状
の
地
形
を
利
用
し
て
築
か
れ
、

八
王
子
城
城
落
と
共
に
荒
廃
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

主
郭
部
分
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
後
世

の
改
変
を
受
け
て
い
る
た
め
、
往
時
の
状

態
は
明
確
で
は
な
い
。
二
ヶ
所
の
郭
構
成

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
周
囲
に
数

段
の
腰
曲
輪
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。 

昭
和
五
十
四
年
か
ら
五
十
五
年
（
一
九

七
九
～
八
十
）
に
行
わ
れ
た
本
調
査
で
は
、

北
側
に
二
段
の
腰
曲
輪
、
南
側
で
は
土
橋
、

堀
、
枡
形
状
遺
構
な
ど
防
御
施
設
が
発
見

さ
れ
、
陶
磁
器
類
の
破
片
や
古
銭
、
鉄
砲

の
弾
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。 

  

                        

鎌倉古道 小田野トンネル 国道６１号線 
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②
深
澤
山

心
源
院 

下
恩
方
町
一
九
七
〇 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釋
迦
如
来 

 

寺
宝 

四
脚
門
（
室
町
時
代
の
古
建
造
） 

開
基 

大
石
道
俊
定
久 

開
創 

延
喜
年
間
（
九
〇
一
～
二
三
） 

戦
国
時
代
に
は
北
条
氏
照
な
ど
の
在
地

武
士
階
級
の
帰
依
を
受
け
繁
栄
し
た
。
天

正
十
年
（
一
五
八
二
）
、
当
時
の
住
職
ト
山

舜
悦
（
随
翁
）
は
武
田
信
玄
の
娘
松
姫
を

手
厚
く
擁
護
し
た
。
寺
の
門
前
に
は
、
川

原
宿
の
名
主
関
口
八
兵
衛
が
寄
進
し
た
六

地
蔵
が
建
っ
て
い
る
。
寺
内
の
墓
地
に
は
、

下
原
刀
匠
山
本
照
重
一
家
の
墓
、
天
然
理

心
流
の
山
本
満
次
郎
最
武
の
墓
が
あ
る
。

山
門
近
く
に
は
、
こ
の
地
域
で
医
術
に
貢

献
し
た
小
谷
田
子
寅
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。 

     

六地蔵の中で 
一番大きな地蔵 

小野田城跡（城上の広場） 土塁または遺構跡 小田野城跡調査の全景 
（東側より） 

腰曲輪（北より） 土橋（東より） 枡形状遺構（北西より） 
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●
ト
山
舜
悦
和
尚 

舜
悦
和
尚
は
名
を
随
翁
と
い
い
、
ト
山

と
号
し
た
。
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
二

月
五
日
南
多
摩
郡
川
口
村
奈
良
原
（
現
在

八
王
子
市
楢
原
町
）
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。

舜
悦
の
母
は
霊
感
で
身
籠
っ
た
と
い
う
。

母
の
両
親
は
、
そ
の
夫
が
分
か
ら
な
い
ま

ま
産
ま
れ
た
こ
と
を
強
く
は
じ
て
母
を
追

い
出
し
て
し
ま
っ
た
。
母
は
児
を
背
負
い

越
津
（
小
津
）
の
山
中
を
さ
迷
い
（
山
入

村
、
美
山
町
説
も
あ
る
）
思
い
余
っ
て
我

が
児
を
滝
の
沢
辺
り
の
老
松
の
根
元
に
捨

て
た
。
三
日
後
、
再
び
捨
て
た
場
所
へ
も

ど
っ
て
み
る
と
、
児
は
す
こ
ぶ
る
元
気
な

の
に
驚
き
、
家
に
連
れ
帰
り
大
切
に
育
て

た
と
い
う
。
ま
た
、
一
説
に
は
、
方
丈
さ

ん
に
拾
わ
れ
た
と
い
う
。
捨
て
た
場
所
を

今
で
も
「
餓
鬼
ガ
谷
戸
」
と
呼
ぶ
。 

長
ず
る
に
及
び
総
敏
衆
に
超
え
、
書
は

一
覧
し
て
よ
く
記
憶
す
る
程
で
あ
っ
た
。

十
三
歳
の
時
、
山
田
の
広
園
寺
に
出
家
し

翌
年
落
髪
し
て
具
戒
を
受
け
る
。
そ
の
後

諸
方
を
遊
暦
す
る
。
天
文
六
年
（
一
五
三

七
）
の
秋
、
舜
悦
三
十
一
歳
の
時
、
越
前

（
福
井
県
）
の
永
平
寺
で
承
陽
大
師
（
じ

ょ
う
よ
う
だ
い
し
／
道
元
の
諡
号
）
か
ら

法
を
受
け
、
修
道
大
に
進
む
。 

弘
治
年
間
（
一
五
五
五
～
五
八
）
恩
方

村
（
八
王
子
市
下
恩
方
町
）
心
源
院
に
帰

る
。
こ
の
時
、
北
条
氏
照
は
ま
だ
滝
山
城

に
い
た
が
、
既
に
そ
の
高
風
を
慕
っ
て
親

し
く
教
え
を
受
け
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

八
王
子
城
に
移
っ
て
も
和
尚
を
深
く
帰
依

し
、「
朝
遊
軒
」
と
い
う
一
屋
を
城
内
に
設

け
、
武
将
を
集
め
一
味
禅
談
に
心
酔
し
た

と
い
う
。
北
条
氏
照
が
八
王
子
城
主
と
し

て
、
そ
の
高
名
を
謳
わ
れ
た
所
以
の
一
つ

に
舜
悦
の
力
は
大
き
い
。
当
時
、
氏
照
の

夫
人
比
佐
、
信
玄
の
息
女
松
姫
、
片
倉
城

主
大
江
備
中
守
師
親
、
千
人
同
心
組
頭
石

坂
森
信
ら
も
和
尚
か
ら
教
え
を
受
け
た
と

い
う
。 

こ
れ
よ
り
先
、
氏
照
は
永
禄
九
年
（
一

五
六
六
）
牛
頭
山
（
朝
遊
山
）
宗
関
寺
を

創
建
し
、
舜
悦
を
請
い
て
開
法
し
た
。
相

州
小
田
原
城
主
北
条
氏
康
も
和
尚
を
城
中

に
招
き
、
終
日
法
を
問
い
、
戒
を
受
け
た

心源院本堂 四 脚 門 
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と
い
う
。
ま
た
百
五
代
正
親
町
天
皇
よ
り
、

仏
国
普
照
禅
師
の
勅
号
と
紫
衣
を
賜
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
見
て
も
、
卜
山
舜
悦
が

如
何
に
偉
大
な
禅
僧
で
あ
っ
た
か
が
解
る
。 

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
の
秋
、
和
尚

は
心
源
院
に
遷
り
、
天
正
十
七
年
（
一
五

八
九
）
に
は
遠
州
（
静
岡
県
）
石
雲
寺
、

翌
年
牛
頭
（
宗
関
寺
）
に
帰
っ
た
。
暫
く

し
て
再
び
遊
方
し
、
至
る
所
で
化
導
し
た
。 

郡
人
の
地
を
す
て
禅
宇
を
多
く
建
て
た
。

宝
樹
寺
（
裏
高
尾
町
）
、
暉
窓
寺
（
下
恩
方

町
、
廃
寺
）
興
岳
寺
（
千
人
町
）
、
雲
竜
寺

（
山
田
町
）
、
良
泉
寺
（
上
恩
方
町
、
廃
寺
）
、

信
松
院
（
台
町
）
の
諸
刹
は
舜
悦
和
尚
が

第
一
世
と
な
る
。 

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
秋
、
宗
関
瑞

聖
に
赴
き
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
十

月
二
十
六
入
定
帰
寂
。
時
に
百
二
十
歳
古

今
ま
れ
に
見
る
高
齢
で
あ
っ
た
。 

     

                        

●
松
姫
の
生
涯 

松
姫
は
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に

府
中
（
山
梨
県
甲
府
市
）
の
つ
つ
じ
が
崎

の
屋
敷
で
生
ま
れ
た
。
父
親
は
戦
国
時
代

の
武
将
で
、
甲
斐
の
国
を
中
心
に
活
躍
し

た
武
田
信
玄
。
母
親
は
、
油
川
信
友
の
娘

で
油
川
夫
人
と
呼
ば
れ
て
い
た
人
で
あ
る
。 

永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
十
一
月
、
松

姫
七
歳
の
時
に
織
田
信
長
の
長
男
信
忠

（
十
一
歳
、
奇
妙
丸
）
と
婚
約
し
た
。 

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
、
松
姫
十
一
歳

の
時
に
、
母
油
川
夫
人
が
亡
く
な
る
。
翌

年
に
は
、
武
田
家
と
織
田
家
が
敵
、
味
方

に
分
か
れ
て
し
ま
い
、
信
忠
と
の
婚
約
も

解
消
さ
れ
た
。
さ
ら
に
天
正
元
年
（
一
五

七
三
）
四
月
に
は
信
玄
が
亡
く
な
る
。
織

田
家
は
武
田
家
を
滅
ぼ
そ
う
と
攻
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
武
田
家
が
滅
亡
す
る
天
正

十
年
（
一
五
八
二
）
一
月
下
旬
か
ら
三
月

下
旬
こ
ろ
、
松
姫
は
高
遠
城
の
兄
、
仁
科

盛
信
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
が
、
織

田
軍
の
武
田
征
伐
が
始
ま
り
、
戦
禍
を
避

け
る
た
め
、
盛
信
の
三
歳
の
姫
、
新
府
城

ト山舜悦和

 

ト山舜悦和尚の墓 
後方ひだりより六番目 
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の
勝
頼
の
四
歳
の
姫
、
人
質
と
し
て
預
か

っ
て
い
た
小
山
田
信
茂
の
養
女
四
歳
の
姫

三
人
と
、
少
数
の
供
を
連
れ
金
照
庵
へ
と

旅
立
っ
た
。
高
遠
城
（
長
野
県
高
遠
）
か

ら
、
新
府
城
（
山
梨
県
韮
崎
）→

入
明
寺

（
甲
府
市
）→

開
桃
寺
（
現
、
塩
山
市
の

海
島
寺
）→

向
嶽
寺
（
塩
山
市
）
金
照
庵

（
八
王
子
市
上
恩
方
）
ま
で
の
道
の
り
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
の
六
月
二
日
、
本
能
寺

の
変
が
起
こ
り
、
信
忠
が
亡
く
な
っ
た
。

同
年
の
秋
、
金
照
庵
か
ら
心
源
院
（
八
王

子
市
下
恩
方
町
）
に
移
っ
た
松
姫
は
剃
髪

し
、
名
を
「
信
松
尼
」
と
改
め
、
信
忠
を

は
じ
め
武
田
家
一
族
の
冥
福
を
祈
っ
た
。 

心
源
院
で
八
年
間
の
修
業
を
積
み
、
天

正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
秋
、
御
所
水

の
里
（
八
王
子
市
台
町
）
の
あ
ば
ら
家
に

移
り
住
ん
だ
。
尼
と
し
て
の
生
活
を
送
り

な
が
ら
、
姫
た
ち
を
育
て
た
。
収
入
は
、

寺
子
屋
で
近
所
の
子
ど
も
た
ち
に
読
み
書

き
を
教
え
、
織
物
を
作
る
こ
と
で
得
て
い

た
。
織
物
は
、
蚕
を
育
て
、
糸
を
紡
ぐ
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
織
り
ま
で
一
連
の
作
業

を
こ
な
し
て
い
た
。 

松
姫
の
織
り
方
が
八
王
子
織
物
の
元
に
な

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旧
武

田
家
家
臣
で
あ
り
、
当
時
江
戸
幕
府
代
官

頭
の
大
久
保
長
安
や
八
王
子
千
人
同
心
の

援
助
を
受
け
、
現
在
の
八
王
子
市
台
町
に

信
松
院
を
開
基
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）

死
去
。
享
年
五
十
六
歳
。
こ
の
寺
に
は
、

戦
前
ま
で
境
内
に
松
姫
が
植
え
た
松
（
案

下
峠
の
松
）
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
八
月
の
八
王
子
空
襲
で
焼

失
。 

松
姫
は
、
墓
域
の
一
画
で
静
か
な
眠
り
に

つ
い
て
い
る
。 

          

●
小
谷
田

こ

や

た

子
寅

し

い

ん

の
碑 

小
谷
田
子
寅
は
、
千
人
同
心
の
一
人
で
、

名
を
権
右
衛
門
昌
亮
と
言
う
。
宝
暦
十
一

年
（
一
七
六
一
）
武
蔵
国
多
摩
郡
川
口
村

（
現
・
八
王
子
市
川
口
町
）
に
生
ま
れ
る
。

幼
く
し
て
父
親
を
亡
く
し
た
が
、
勉
強
に

励
み
特
に
医
学
に
明
る
か
っ
た
。
薬
を
乞

う
者
、
診
断
を
求
め
る
者
が
あ
と
を
絶
た

ず
、
民
衆
に
慕
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ

の
善
徳
を
称
え
る
た
め
、
天
保
七
年
（
一

八
三
六
）
に
境
内
山
門
近
く
に
碑
を
建
て

た
。
こ
の
碑
は
同
心
組
頭
塩
野
適
斎
の
撰

文
、
植
田
孟
縉
が
揮
毫
な
ら
び
に
刻
字
し

た
大
変
貴
重
な
碑
で
あ
る
。
碑
面
に
は
三

百
八
十
六
文
字
が
刻
ん
で
あ
る
。 

        

小谷田子寅の碑 

松姫坐像 
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●
山
本
満
次
郎
最
武
の
墓 

 

天
然
理
心
流
四
世
山
本
満
次
郎
最
武
の

墓
は
、
四
脚
門
の
脇
に
あ
る
。
満
次
郎
最

武
は
、
頭
脳
明
晰
な
人
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
、
増
田
蔵
六
か
ら
指
南
免
許
を
得
た
唯

一
の
人
物
で
あ
る
。
近
藤
三
助
、
松
崎
則

榮
ら
の
天
然
理
心
流
を
継
ぎ
、
恩
方
下
原

の
道
場
で
門
下
生
た
ち
に
天
然
理
心
流
は

も
と
よ
り
、
静
流
薙
刀
、
観
世
当
流
小
謡
、 

小
笠
原
流
諸
礼
躾
方
な
ど
幅
広
く
教
え
て

い
た
。 

            

                        

                        

天然理心流 近藤三助・松崎則栄を中心とする系譜 

山本満次郎最武の墓 

山本満次郎免許皆伝
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●
宇
賀
神 

穀
物
の
神
。
転
じ
て
福
の
神
と
さ
れ
、

弁
財
天
と
同
一
視
さ
れ
た
。
天
女
形
の
像

が
多
い
。
ま
た
白
蛇
を
神
と
し
て
祀
っ
た

も
の
、
狐
を
神
と
す
る
説
も
あ
る
。
以
前
、

心
源
院
の
宇
賀
神
様
の
周
り
は
池
だ
っ
た

と
い
う
。
石
の
蛇
像
の
首
は
無
く
な
っ
て

い
る
。 

               

●
今
も
残
る
ヒ
ュ
ー
ム
管 

昭
和
二
十
九
年
農
業
電
気
揚
水
（
十
五

馬
力
）
が
、
国
と
都
の
補
助
金
で
小
田
野

地
区
に
完
成
し
た
。
小
田
野
地
区
の
水
田

耕
作
は
、
観
栖
寺
前
の
芦
が
沢
か
ら
の
湧

水
を
利
用
。
動
力
ポ
ン
プ
で
地
下
水
を
汲

み
上
げ
、
灌
漑
用
水
と
し
て
利
用
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
段
丘
崖
の
横
腹
に
ヒ
ュ
ー

ム
管
を
通
し
、
水
は
心
源
院
の
西
を
流
れ

る
北
浅
川
か
ら
も
汲
み
上
げ
た
。
そ
の
長

さ
は
八
百
ｍ
に
達
し
、
用
水
の
受
益
面
積

は
約
八
㏊
に
及
ん
だ
と
い
う
。 

           

●
秋
葉
神
社 

祭
神 

軻
遇
突
知
命
（
か
ぐ
つ
ち
の
み
こ
と
） 

創
建 

不
詳 

例
祭 

八
月
十
七
日 

 

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
、
別
当
心
源
院

二
十
一
世
及
び
関
口
八
兵
衛
に
よ
り
社
殿

を
造
営
。
防
火
の
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て

い
る
。 

              
今も残るヒューム管 

秋葉神社 

石の蛇塚 宇賀神像 
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③
小
田
野
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ 

西
寺
方
町
の
淵
上
家
の
庭
に
は
、
幹
の

太
さ
八
・
六
ｍ
、
高
さ
十
一
ｍ
、
樹
齢
約

二
百
五
十
年
以
上
と
い
う
キ
ン
モ
ク
セ
イ

が
あ
る
。
幹
は
三
裂
し
、
十
月
初
旬
の
開

花
時
に
は
芳
香
を
放
っ
て
い
る
。
昭
和
四

十
七
年
（
一
九
七
二
）
十
月
、
八
王
子
市

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。 

               

●
木
食

も
く
じ
き

白
び
ゃ
く

道ど

う 

白
道
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
甲
斐

国
山
梨
郡
上
萩
原
村
上
原
（
甲
州
市
塩
山
）

に
生
ま
れ
る
。
幼
少
期
の
宝
暦
十
一
年
（
一

七
六
一
）
に
曹
洞
宗
寺
院
の
法
幢
院
で
出

家
し
、
父
と
と
も
に
廻
国
納
経
の
旅
に
出

る
。「
古
日
記
」
に
よ
れ
ば
四
国
八
十
八
ヶ

所
巡
礼
の
途
上
で
父
を
失
う
。
安
永
七
年

（
一
七
七
八
年
）
に
蝦
夷
地
へ
渡
っ
て
か

ら
木
喰
（
行
道
）
の
弟
子
と
る
。
白
道
は

様
々
な
仏
を
制
作
し
て
い
る
が
、
木
喰
が

あ
ら
ゆ
る
神
仏
を
彫
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

白
道
は
子
安
観
音
や
地
蔵
菩
薩
、
薬
師
如

来
、
恵
比
寿
・
大
黒
、
観
世
音
菩
薩
、
子

安
観
世
音
菩
薩
、
不
動
明
王
を
主
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
宇
賀
神
な
ど
も
彫
っ
て
い

る
。
白
道
仏
は
銘
の
な
い
も
の
も
多
い
が
、

一
部
の
像
に
は
木
喰
仏
と
同
様
に
背
銘
に

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号
が
あ
り
、

笹
字
の
書
体
で
記
さ
れ
、「
陀
」
の
文
字
に

特
徴
が
あ
る
。
特
に
、
恵
比
寿
大
黒
天
像

は
生
涯
に
わ
た
っ
て
制
作
し
、
初
期
の
作

例
は
独
尊
の
対
像
で
あ
る
が
、
後
に
一
材

で
中
央
を
分
割
し
、
恵
比
寿
・
大
黒
を
彫

っ
た
双
体
形
式
と
な
る
。
裏
面
に
は
笹
字

に
よ
る
書
が
四
行
分
記
さ
れ
、
焼
印
も
押

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
白
道
は
仏
像
を
刻

ん
だ
他
に
養
蚕
守
護
な
ど
の
御
札
を
出
し

て
い
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
八
王
子
市

日
の
出
町
大
久
野
で
は
地
蔵
菩
薩
の
御
影

札
が
、
福
生
市
で
は
類
似
し
た
五
輪
塔
の

御
札
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
八
王

子
市
小
宮
町
の
旧
家
関
根
家
か
ら
は
白
道

の
縁
の
寺
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
、
各
地
を

勧
進
し
て
廻
り
、
自
ら
民
家
に
与
え
た
と

考
え
ら
れ
る
御
札
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

文
政
八
年(

一
八
二
五)

十
二
月
二
十
四
日

没
。 

       

恵比寿大黒天
木食白道 作 

小田野のキンモクセイ 
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＊
木
食
（
も
く
じ
き
）
と
は
、 

出
家
し
た
後
、
米
、
野
菜
を
食
さ
ず
、
木
の
実
、

山
菜
の
み
を
食
し
て
修
行
す
る
僧
を
い
う 

④
鎌
倉
古
道 

西
寺
方
町
（
中
小
田
野
） 

鎌
倉
街
道
は
、
中
世
の
道
の
名
で
あ
る
。 

鎌
倉
幕
府
の
所
在
地
へ
、
各
地
か
ら
向
う

道
の
総
称
で
あ
り
、
鎌
倉
古
道
、
鎌
倉
道

と
も
い
う
。 

主
な
ル
ー
ト
は
三
本
ほ
ど
あ
り
、
上
道
、

中
道
、
下
道
と
呼
ば
れ
、
さ
ら
に
脇
道
が

あ
っ
た
。
山
の
根
（
脇
道
の
一
つ
）
は
、

現
在
の
市
域
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
南
北
に
縦

断
。
今
の
あ
き
る
野
市
の
網
代
辺
り
か
ら

秋
川
を
渡
っ
て
上
川
町
に
入
り
、
美
山
町
、

下
恩
方
町
、
元
八
王
子
町
、
長
房
町
、
舘

町
を
通
り
、
恋
路
を
越
え
て
町
田
市
相
原

町
に
で
た
。
恋
路
坂
の
ル
ー
ト
は
、
別
名

横
山
道
と
も
い
わ
れ
、
現
在
も
辿
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
高
尾
か
ら
南
の
道
は
、

現
在
町
田
街
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

     

            

⑤
小
田
野
の

八
幡
神
社 

西
寺
方
町
（
中
小
田
野
） 

勧
請 

不
明 

祭
神 

応
神
天
皇 

創
建 

不
詳 

例
祭 

九
月
十
五
日 

 

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
五
月
造
営
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
社
殿
を
再
建
し

た
。
ち
な
み
に
、「
八
幡
」
と
名
の
付
く
神

社
や
地
名
は
、
市
内
で
二
十
五
以
上
も
存

在
し
て
い
る
。 

鎌倉古道 

木食百道の御守り 
左端の包みの中に三枚の御札が入っている 

鎌倉古道（西寺方町） 

白道の六字名号 
の書体 
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●
小
田
野
新
道
開
通
記
念
碑 

こ
の
碑
は
八
幡
神
社
の
境
内
に
あ
る
。

江
戸
時
代
以
来
、
上
宿
、
上
野
原
、
元
木
、

大
幡
な
ど
浅
川
左
岸
を
迂
回
し
て
、
通
っ

て
い
た
佐
野
川
往
還
（
案
下
道
）
は
、
明

治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
神
戸
と
下
小
田

野
の
境
を
切
通
し
、
新
た
に
川
原
宿
に
至

る
直
線
の
道
路
を
作
っ
た
。
碑
文
の
内
容

に
は
、
新
道
開
設
の
意
義
と
、
こ
れ
を
成

し
遂
げ
た
地
元
住
民
の
喜
び
と
情
熱
が
伺

え
る
。 

             
⑥
小
田
野
中
央
公
園 

西
寺
方
町
（
中
小
田
野
） 

平
成
二
十
年
、
北
浅
川
沿
い
に
広
大
な

小
田
野
中
央
公
園
が
開
園
し
た
。
元
木
橋

の
た
も
と
か
ら
、
北
浅
川
上
流
の
左
岸
に

沿
っ
て
、
八
王
子
福
祉
園
ま
で
の
約
六
百

ｍ
続
く
細
長
い
場
所
で
あ
る
。 

こ
の
土
地
は
、
昭
和
五
十
五
年
八
王
子

市
が
東
京
都
か
ら
河
川
占
用
許
可
を
受
け
、

小
田
野
児
童
遊
園
と
し
て
開
園
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
公
園
の
半
分
を
恩
方
地
区
の
防

災
訓
練
場
を
兼
ね
た
運
動
公
園
と
し
、
西

側
に
こ
か
げ
広
場
、
さ
ら
に
芝
生
広
場
が

平
成
四
年
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

残
り
の
北
浅
川
下
流
方
面
の
整
備
を
終
え

開
園
の
運
び
と
な
っ
た
。 

川
縁
に
は
、
数
百
ｍ
に
渡
り
河
津
桜
が

植
え
ら
れ
、
春
に
は
見
物
客
で
賑
う
と
い

う
。 

               

八幡神社鳥居 

小田野新道開通記念碑 

小田野中央公園（河津桜） 
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⑦
新
撰
組
隊
士 

中
島
登
出
生
地
之
碑 

西
寺
方
町
（
中
小
田
野
） 

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
二
月
二
日
、

西
寺
方
村
の
千
人
同
心
の
子
と
し
て
生
ま

れ
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
乱
暴
者
だ
っ
た
と

い
う
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ご
ろ
、

仲
間
の
同
心
を
斬
っ
て
離
村
。
由
木
村
の

井
上
益
五
郎
宅
へ
身
を
寄
せ
る
。
そ
の
後
、

新
撰
組
に
加
わ
り
、
井
上
登
と
名
乗
っ
た
。 

土
方
歳
三
ら
と
各
地
で
転
戦
し
、
函
館

で
捕
ら
え
ら
れ
た
。
の
ち
に
遠
州
白
須
賀

（
静
岡
県
浜
松
市
）
で
開
拓
農
民
と
な
っ

た
。
帰
郷
途
中
の
浜
松
で
帝
都
の
様
子
を

知
り
失
望
。
明
治
十
二
年
頃
、
浜
松
の
魚

屋
沢
木
半
平
の
長
女
よ
ね
二
十
三
歳
と
結

婚
、
登
四
十
一
歳
で
あ
っ
た
。
一
時
葉
蘭

作
り
を
商
い
と
し
て
い
た
が
、
い
つ
し
か

鉄
砲
火
薬
店
を
開
く
に
至
っ
た
。
ま
た
、

中
島
登
は
文
才
が
あ
っ
た
人
で
「
中
島
登

覚
書
」「
幕
末
新
選
組
絵
巻
」
を
残
し
て
お

り
、
甲
州
勝
沼
の
戦
い
以
降
の
新
選
組
最

末
期
の
実
態
を
後
世
に
伝
え
た
。 

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
四
月
二
日
、

先
だ
っ
た
妻
の
後
を
追
う
よ
う
に
五
十
歳

で
生
涯
を
閉
じ
た
。 

                    

⑧
面
影
残
す
旧
案
下
路 

 

西
寺
方
町
（
恩
方
市
民
セ
ン
タ
ー
裏
） 

 

八
王
子
と
山
梨
県
上
野
原
町
を
結
ぶ
道

路
。
別
称
恩
方
街
道
、
甲
州
脇
往
還
、
案

下
路
、
甲
州
裏
街
道
、
佐
野
川
往
還
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
恩
方
街

道
を
陣
馬
街
道
と
改
称
。
都
道
百
四
十
号

線
と
な
っ
た
陣
馬
街
道
は
、
追
分
町
で
甲

州
街
道
か
ら
分
か
れ
、
横
川
町
、
大
楽
寺

町
、
西
寺
方
町
、
下
恩
方
町
、
上
恩
方
町

を
経
て
和
田
峠
を
越
え
、
神
奈
川
県
藤
野

町
を
通
っ
て
、
上
野
原
町
で
甲
州
街
道
に

合
す
る
。
江
戸
期
に
は
甲
州
脇
往
還
と
し

て
利
用
さ
れ
、
上
恩
方
の
高
留
に
口
留
番

所
が
置
か
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
「
陣
馬
」

は
、
昔
「
陣
場
」
と
記
さ
れ
、
「
野
猿
峠
」

は
「
猿
丸
峠
」
と
い
わ
れ
て
い
た
の
と
同

じ
で
、
京
王
帝
都
電
鉄
が
観
光
目
的
の
為

に
変
え
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。 

  
新撰組隊士 
中島登 出生地の碑 
 

中島登家の墓 
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⑨
観
栖
寺
の
参
道 

西
寺
方
町
（
恩
方
市
民
セ
ン
タ
ー
裏
） 

 

観
栖
寺
前
に
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
高
尾

方
面
に
行
く
舗
装
道
路
が
通
っ
て
い
る
。

そ
の
道
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
農
道
と
思
わ

れ
る
道
が
北
の
方
向
に
伸
び
て
い
る
。
観

栖
寺
の
参
道
と
い
う
人
も
い
る
。 

こ
の
小
道
を
突
き
当
た
っ
た
と
こ
ろ
が

旧
案
下
路
、
い
わ
ゆ
る
陣
馬
街
道
で
あ
る
。

突
き
当
り
の
右
側
に
、
三
体
の
石
仏
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。 

・
六
地
蔵 

天
保
九
年
（
一
八
三
八
） 

・
如
意
輪
観
音
（
三
界
万
霊
） 

・
地
蔵 

 

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
） 

ま
た
、
旧
案
下
路
の
碑
を
は
じ
め 

・
庚
申
供
養
塔 
明
和
九
年
（
一
七
七
二
） 

・
庚
申
塔 

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
） 

 
 

・
夕
焼
け
小
焼
け
作
詞
の
み
ち
碑 

な
ど
、
欅
の
大
木
の
脇
に
安
置
さ
れ
て
い

る
。 

 
  

               

⑩
補
陀
山

観
栖
寺

か

ん

せ

い

じ 

西
寺
方
町
二
二
三 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釈
迦
如
来 

開
山 

天
球
琳
達
上
人 

開
基 

熊
沢
三
郎
衛
門 

開
創 

年
代
不
詳 

中
興 

規
外
智
範 

旧案下路と観栖寺に通じる古道 

旧案下路の碑 

旧案下路に並ぶ庚申塔など 
大木の脇が旧案下路 
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慶
安
年
間
（
一
六
四
八
～
五
二
）
に
境

内
観
音
堂
領
朱
印
八
石
一
斗
を
拝
領
。
本

堂
は
、
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
、

第
十
九
世
祖
伝
哲
描
上
人
に
よ
り
再
建
さ

れ
た
が
、
平
成
五
年
二
月
三
日
火
災
に
よ

り
全
焼
し
た
。
そ
の
後
、
再
建
さ
れ
、
今

日
に
至
る
。 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
文

献
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

「
多
摩
の
あ
ゆ
み
七
二
号
」 

「
夕
焼
け
の
里
を
訪
ね
て
」 

「
多
摩
の
歴
史
を
知
る
会
」 

           

●
夕
焼
け
の
鐘
の
碑 

 

「
ふ
る
さ
と
は 

み
な
懐
か
し
く 

温
か
し 

今
宵
も
聞
か
む 

夕
焼
け
の
鐘
」 
 

こ
の
詩
碑
は
、
観
栖
寺
の
参
道
の
入
り

口
近
く
に
建
っ
て
い
る
。
梵
鐘
は
、
昭
和

十
七
年
（
一
九
四
二
）
、
太
平
洋
戦
争
中
に

強
制
的
に
供
出
さ
せ
ら
れ
た
が
、
昭
和
四

十
二
年
（
一
九
六
七
）
に
鐘
が
戻
っ
て
来

た
。
現
在
梵
鐘
は
、
普
門
閣
の
脇
に
堂
が

建
て
ら
れ
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
を
記
念
し
て
、
八
王
子
の
有
名
な

童
謡
・
童
話
作
家
中
村
雨
紅
（
本
名
高
井

宮
吉
）
氏
が
、
「
夕
焼
け
」
の
名
を
送
り
、

こ
の
詩
を
添
え
た
。 

ち
な
み
に
、
上
恩
方
町
の
宮
尾
神
社
に

は
、「
夕
焼
け
小
焼
け
」
の
碑
。
西
寺
方
町

の
宝
生
寺
に
は
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
の
歌

碑
と
男
女
の
童
子
像
。
上
恩
方
町
の
興
慶

寺
に
は
、
「
夕
焼
け
の
鐘
」
と
、
「
ふ
る
里

と
母
と
」
の
碑
が
、
そ
れ
ぞ
れ
建
っ
て
い

る
。 

                        

観栖寺山門 

夕焼けの鐘の碑 
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●
熊
沢

序
比

の
ぶ
か
た

（
兀ご

つ

雨う

） 

熊
沢
序
比
の
父
は
、
九
代
熊
沢
七
郎
右

衛
門
。
千
人
町
で
医
者
を
開
業
し
て
い
た
。 

序
比
は
、
子
供
の
頃
よ
り
俳
諧
の
道
に

入
り
、
俳
号
は
熊
沢
兀
雨
。
白
井
鳥
酔
の

門
人
で
二
世
鳥
酔
。
二
世
露
柱
庵
。
の
ち

松
原
庵
二
世
を
継
ぐ
。
文
化
五
年
（
一
八

○
八
）
四
月
九
日
、
七
十
九
歳
で
没
し
た
。

諡
（
お
く
り
な
）
は
、 

「
松
原
庵
熊
沢
序
比
鳥
酔
居
士
」 

辞
世
の
句
は
、 

「
土
へ
戻
れ
蕪
や
し
冬
木
や
春
の
風
」 

墓
は
観
栖
寺
に
あ
り
、
位
牌
は
、
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
、
当
寺
に
届
け
ら
れ
て
い

る
。
観
栖
寺
の
境
内
に
は
、
俳
句
や
和
歌

の
石
碑
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。 

 

●
松
原
庵 

松
尾
芭
蕉
の
系
譜
を
継
ぐ
伊
勢
派
三
庵

の
一
つ
。
白
井
鳥
酔
、
三
世
榎
本
星
布
、

四
世
榎
本
井
之
、
五
世
森
田
友
昇
、
六
世

長
田
琴
通
、
七
世
大
野
太
虚
へ
と
継
承
さ

れ
、
地
域
文
化
人
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
な
お
、
追
分
の
大
野

氏
（
八
世
、
九
世
）
を
経
て
、
今
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
。
特
に
三
世
星
布
は
、
女

流
俳
人
と
し
て
、
加
賀
の
千
代
女
と
双
璧

の
地
位
に
あ
っ
た
。 

 

・
松
原
庵
を
構
え
た
時
の
句 

散
り
捨
て
て
柳
も
元
の
す
が
た
な
る 

 

・
建
長
寺
入
山
し
た
時
の
句 

き
ぎ
す
啼
く
山
は
無
声
の
響
き
か
な 

 

・
星
布
辞
世
の
句 

咲
く
花
も
ち
れ
る
も
阿
字
の
自
在
か
な 

 

●
化
け
地
蔵
（
首
切
地
蔵
尊
） 

西
寺
方
大
幡
川
原
か
ら
元
木
地
区
を
通

る
元
の
佐
野
川
往
還
（
陣
馬
街
道
、
案
下

道
）
に
沿
っ
た
竹
藪
の
中
に
、
化
け
地
蔵

と
呼
ば
れ
る
石
の
地
蔵
尊
が
あ
っ
た
。 

昔
々
、
こ
の
地
蔵
が
、
夜
な
夜
な
化
け

て
出
て
は
往
来
の
人
馬
を
脅
か
し
た
と
い
う
。

普門閣と鐘 普 門 閣 
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日
が
暮
れ
る
と
、
こ
の
付
近
は
パ
ッ
タ
リ

と
往
来
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
を
聞
い
た
あ
る
豪
傑
は
「
そ
れ
な
ら

妖
怪
の
地
蔵
を
退
治
し
て
、
村
人
の
難
儀

を
除
い
て
や
ろ
う
」
と
、
或
る
夜
密
か
に

竹
藪
に
忍
ん
で
行
っ
た
。
そ
し
て
、
か
の

地
蔵
尊
の
首
を
一
刀
の
も
と
に
は
ね
飛
ば

し
た
と
い
う
。
以
来
こ
の
地
蔵
尊
に
は
首

が
な
い
。
現
在
、
こ
の
地
蔵
尊
は
観
栖
寺

に
移
設
さ
れ
、
惣
門
の
階
段
脇
に
安
置
さ

れ
て
い
る
。 

             

●
小
田
野
の
地
名
考 

鈴
木
樹
造
氏
の
「
地
名
考
」
に
よ
る
と
、

小
田
野
の
オ
ダ
は
砂
の
方
言
で
あ
る
イ
ナ

が
オ
ナ
、
そ
し
て
オ
ダ
と
変
化
し
た
も
の

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語

で
も
オ
ダ
は
砂
を
意
味
す
る
と
い
う
。 

地
形
的
に
見
て
も
、
小
田
野
の
大
部
分

は
北
浅
川
の
氾
濫
原
で
あ
っ
た
。
川
原
宿

の
東
に
連
な
る
こ
の
地
域
も
ま
た
砂
野
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
●
水
神
と
水
天
宮 

我
が
国
の
民
俗
学
で
は
、
山
に
は
山
の

神
様
が
、
川
や
泉
に
は
水
神
様
が
住
ん
で

い
る
と
さ
れ
て
い
た
。
当
地
恩
方
地
区
で

も
、
山
の
神
様
を
集
落
ご
と
に
社
や
祠
を

共
同
祭
祠
と
し
て
祀
っ
て
い
た
。
水
神
様

は
、
井
戸
、
川
の
水
辺
な
ど
の
飲
用
水
、

生
活
用
水
を
得
る
場
所
に
祀
ら
れ
て
い
た
。 

年
の
暮
れ
に
は
、
神
官
が
各
戸
ご
と
に
訪

れ
て
、
「
お
か
ま
じ
め
」
の
行
事
を
す
る
。

そ
の
際
、
青
い
色
を
し
た
注
連
飾
り
を
切

り
、
家
の
水
神
様
に
奉
げ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
、
水
天
宮
は
、
弁
天
様
と
と
も
に

「
水
神
」
に
属
す
る
。
恩
方
地
区
で
は
、

小
田
野
と
大
幡
の
二
ヶ
所
に
し
か
祀
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
。 

水
神
様
が
、
飲
用
水
な
ど
人
々
の
生
活

に
不
可
欠
な
水
を
司
る
神
で
あ
る
の
に
対

し
、
水
天
宮
は
、
お
も
に
水
害
、
水
難
か

ら
人
々
を
守
る
神
と
し
て
、
ま
た
安
産
の

神
と
し
て
も
崇
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

●
竹
林
と
竹
屋 

小
田
野
地
区
は
竹
林
が
多
い
。
そ
の
理

由
は
、
長
雨
な
ど
で
川
が
氾
濫
し
た
り
、

地
震
の
時
な
ど
竹
藪
に
逃
げ
る
と
安
全
で

あ
る
か
ら
と
い
う
。
竹
は
、
根
張
り
が
良

く
、
土
地
が
削
ら
れ
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。 

ま
た
、
籠
や
笊
な
ど
の
日
用
品
の
材
料
と

し
て
も
利
用
で
き
る
し
、
筍
は
食
料
と
な

り
、
皮
は
物
を
包
む
材
料
と
し
て
重
宝
さ

れ
た
。
生
活
用
具
以
外
に
も
、
建
築
や
土

木
資
材
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、

竹
を
編
ん
で
蛇
籠
を
作
り
、
中
に
石
を
入

化け地蔵 
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れ
、
水
害
か
ら
田
畑
を
防
ぐ
護
岸
堤
防
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。 

地
理
的
に
、
山
入
、
小
津
、
北
浅
川
が

合
流
す
る
場
所
が
近
い
小
田
野
は
、
昔
か

ら
幾
度
と
な
く
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
く
、
む
し
ろ
竹
林
の
多

い
理
由
は
そ
こ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
こ
の
地
区
に
は
竹
屋
が
多
い
こ

と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
現
在
「
竹
屋
」
と

い
う
屋
号
の
平
野
商
店
も
そ
の
一
軒
。 

  

⑪
恩
方
市
民
セ
ン
タ
ー 

西
寺
方
町
（
中
小
田
野
） 

平
成
七
年
十
一
月
一
日
開
館
。
市
内
十

二
番
目
の
市
民
セ
ン
タ
ー
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
。
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

こ
の
付
近
は
縄
文
時
代
中
期
中
頃
か
ら

後
期
に
か
け
て
、
大
規
模
な
「
土
器
捨
て

場
」
で
あ
っ
た
。
多
数
の
土
器
や
そ
の
破

片
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
セ
ン

タ
ー
内
に
常
設
展
示
し
て
い
る
。 

⑫
霊
照
庵 

西
寺
方
町
（
下
小
田
野
） 

 

宗
派 

真
言
律
宗
（
江
戸
湯
島
霊
雲
寺
末
） 

本
尊 

大
日
如
来
坐
像 

開
山 

霊
照
比
丘
（
宝
生
寺
一
代
） 

開
創 

元
文
年
間
（
一
七
三
六
～
四
〇
） 

 

本
堂
は
、
五
間
に
六
間
。
境
内
は
一
反

歩
ば
か
り
。
寺
方
村
（
西
寺
方
町
）
小
田

野
に
あ
っ
た
が
、
明
治
初
期
廃
寺
と
な
っ

た
。
薬
師
堂
の
み
現
存
し
て
い
る
。 

十
八
世
霊
照
大
和
尚
は
、
正
徳
四
年
（
一

七
一
四
）
三
月
十
九
日
に
入
山
、
享
保
十

九
年
（
一
七
三
四
）
退
山
。 

印
塔
に
は
、
十
八
世
当
庵
開
山
霊
照
大

和
尚
、
裏
に
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
庚

午
歳
十
二
月
三
日
と
あ
る
。 

ま
た
、
新
し
い
墓
石
の
正
面
に
は
、
凡

字
と
十
三
仏
の
種
子
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

裏
に
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
三
日
宝
生

寺
三
十
八
世
秀
寛
建
立
と
あ
る
。 

  

●
霊
照
さ
ま 

西
寺
方
大
幡
の
蓮
華
院
宝
生
寺
の
住
職

が
隠
居
し
て
、
同
小
田
野
の
山
中
に
庵
を

結
ん
だ
。
こ
の
人
が
有
名
な
霊
照
上
人
で

あ
る
。 

こ
の
上
人
さ
ま
が
あ
る
時
、
雇
男
に
お

礼
の
包
紙
を
買
っ
て
く
る
よ
う
に
い
い
つ

け
た
。
男
は
、
何
を
思
っ
た
か
襷
に
す
る

晒
し
木
綿
を
一
反
買
っ
て
き
た
。
そ
れ
を

紙
に
包
ん
で
、
知
ら
ぬ
顔
で
上
人
さ
ま
の

前
に
差
し
出
し
た
。
上
人
さ
ま
は
こ
れ
を

見
て
、「
お
前
に
や
ろ
う
」
と
言
っ
て
く
れ

て
し
ま
っ
た
と
。 

ま
た
、
こ
ん
な
話
も
あ
る
。
霊
照
庵
付

近
の
山
の
木
を
伐
っ
て
い
た
樵
達
が
、
庵

の
中
で
魚
を
焼
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

い
く
ら
焼
い
て
も
中
ま
で
火
が
通
ら
な
い
。

そ
こ
で
樵
が
庵
の
外
に
持
ち
出
し
て
焼
い

た
と
こ
ろ
、
不
思
議
に
も
す
ぐ
に
火
が
通

り
焼
け
た
と
い
う
。 

霊
照
庵
の
跡
に
は
お
堂
が
建
っ
て
お
り
、

上
人
様
か
と
思
わ
れ
る
像
が
安
置
さ
れ
て

い
る
。
上
人
さ
ま
の
お
墓
は
、
そ
の
堂
の
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裏
手
に
あ
る
。
熱
病
や
い
ろ
い
ろ
な
悪
病

に
御
利
益
が
あ
る
と
し
て
、
各
地
か
ら
の

参
詣
者
が
多
く
、
こ
と
に
、
正
月
元
旦
に

は
最
も
多
く
の
人
達
の
お
参
り
が
あ
る
。

そ
し
て
、
上
人
さ
ま
の
墓
石
に
つ
い
た
苔

や
香
り
葉
、
い
わ
ゆ
る
「
お
苔
」
を
持
ち

帰
り
、
お
守
り
に
し
て
い
る
と
い
う
。 

                 

                        

●
伝
通
庵
跡 

小
田
野
丘
陵
の
「
峠
」
の
一
つ
下
小
田

野
「
霊
照
庵
」
の
直
ぐ
南
の
高
台
は
、
観

栖
寺
の
基
に
な
っ
た
千
手
観
音
堂
、
伝
通

庵
（
閣
）
が
あ
っ
た
場
所
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
場
所
は
、
南
北
に
抜
け
る
古
道

が
通
っ
て
お
り
、
眺
望
の
良
い
所
で
も
あ

る
。
東
南
は
現
在
の
八
王
子
市
街
を
は
じ

め
大
山
方
面
ま
で
、
西
北
は
秩
父
か
ら
群

馬
方
面
の
山
々
を
も
望
め
る
と
い
う
。 

地
名
の
「
伝
通
」
も
、
か
つ
て
は
狼
煙

台
（
の
ろ
し
だ
い
）
が
あ
っ
た
場
所
と
考

え
ら
れ
、
伝
達
、
通
信
か
ら
派
生
し
た
名

前
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

●
千
手
観
音 

む
か
し
美
山
方
面
の
人
達
が
、
あ
る
晩
、

巽
の
方
角
に
光
輝
く
物
体
が
舞
い
降
り
る

の
を
見
た
と
い
う
。
翌
日
探
し
て
み
る
と
、

観
栖
寺
の
近
く
葦
の
沢
に
、
千
手
観
音
が

落
ち
て
い
た
と
い
う
。
観
音
様
を
拾
い
上

げ
、
伝
通
庵
に
奉
納
し
た
。
こ
の
観
音
様

霊 照 庵 

霊照庵さま 
霊照庵さまの墓 

お神酒を入れる真竹 
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は
、
運
慶
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、 

専
門
家
の
話
し
で
は
隕
石
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
と
い
う
。 

 

⑬
小
田
野
の

菅
原
神
社 

西
寺
方
町
六
一
三
（
下
小
田
野
） 

勧
請 

不
明 

祭
神 

菅
原
道
真
公 

創
建 

不
明 

例
祭 

三
月
二
十
五
日 

社
殿
、
本
殿
は
流
造
。
拝
殿
は
神
明
造
。

承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
、
本
殿
並
び
に
拝

殿
を
造
営
す
る
と
あ
る
。
そ
の
後
、
五
度

再
建
し
、
現
在
の
社
殿
は
戦
火
の
後
、
昭

和
二
十
二
年
新
築
造
営
し
た
も
の
で
あ
る
。 

        

          

⑭
切
通
し 
 

 
 

 

神
戸
（
弐
分
方
）
か
ら
小
田
野
（
西
寺
方
） 

切
通
し
の
入
口
に
日
枝
神
社
が
あ
る
。 

何
時
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た
か
は
不
明
。 

た
だ
武
蔵
国
由
比
の
牧
の
守
護
神
と
し
て

大
政
官
符
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
と
い
う
伝

承
が
あ
る
。
鳥
居
の
傍
ら
に
は
、
庚
申
塔

と
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
辺
り
を
神
戸
（
ご
う
ど
）
と
呼
び
、

弐
分
方
町
の
旧
小
名
で
あ
っ
た
。
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
に
「
西
北
の
限
り
、
山
王
林

山
の
麓
を
い
へ
り
」
と
あ
る
。
山
王
林
山

は
日
枝
神
社
の
あ
る
丘
の
こ
と
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
不
便
解
消
を
願
う
西
寺
方
の

有
志
に
よ
り
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）

四
月
神
奈
川
県
に
開
削
願
い
を
出
し
翌
年

切
り
通
し
が
完
成
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
神

戸
に
通
ず
る
道
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
小

田
野
、
川
原
、
松
竹
の
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
り
馬
車
や
荷
車
が
短
時
間
で
通
行
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

三
十
八
年
後
の
大
正
十
二
年(

一
九
二

三)

現
在
の
バ
ス
通
り
に
第
二
の
切
通
し

が
完
成
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
頃
の
恩
方

に
は
荷
馬
車
十
五
台
、
荷
車
百
九
十
五
台
、

人
力
車
六
台
、
自
転
車
五
百
台
、
自
動
自

転
車
三
台
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
案
下
、

小
津
、
醍
醐
に
電
灯
が
引
か
れ
、
牛
馬
の

時
代
か
ら
エ
ン
ジ
ン
の
時
代
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。 

翌
年
の
大
正
十
三
年
に
は
八
王
子
か
ら

川
原
宿
ま
で
開
通
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に

は
上
案
下
ま
で
開
通
し
た
。
当
時
、
八
王

子
と
案
下
間
で
約
五
十
分
か
か
っ
て
い
た
。 

定
員
十
二
人
の
乗
り
合
い
バ
ス
が
一
日
七

往
復
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

菅原神社鳥居 

本 殿 
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⑮
神
戸
山

法
泉
寺 

大
楽
寺
町
八
十
四  

宗
派 

臨
済
宗
南
禅
寺
派
（
広
園
寺
末
寺
） 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
伝
釋
迦
如
来
） 

（
高
野
山
願
行
上
人
作
）

開
山 

広
園
寺
第
十
九
世
桃
雲
玄
峯
禅
師 

開
基 

関
山
土
佐
昌
清 

開
創 

文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
） 

 

当
山
は
、
山
田
町
兜
率
山
広
園
寺
の
末

寺
で
、
開
山
の
桃
雲
玄
峯
禅
師
は
、
永
正

二
年
五
月
十
日
に
遷
化
。 

開
基
の
土
佐
昌
清
は
、
相
州
当
麻
宿
出

身
。
北
条
氏
の
家
臣
。
法
名
を
法
泉
浄
如

居
士
。
北
条
氏
の
命
に
よ
り
、
八
日
市
場

を
経
営
。
明
国
か
ら
輸
入
し
た
永
楽
銭
を

使
い
、
貨
幣
経
済
を
振
興
す
る
為
に
当
地

に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
。 

関
山
家
は
、
元
々
四
国
の
土
佐
の
河
野

水
軍
の
出
。
一
遍
上
人
と
の
縁
も
あ
る
。 

 

本
尊
の
他
に
、
十
三
尊
仏
像
（
文
禄
四

年
）
鎮
守
の
神
に
は
、
四
国
金
毘
羅
大
権

現
大
天
狗
小
天
狗
、
北
野
天
満
宮
、
秋
葉

日枝神社 

神戸の切り通し付近 

切り通し 

日枝神社鳥居（左）切り通し 
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山
三
尺
坊
大
権
現
、
機
守
白
瀧
稲
荷
大
明

神
な
ど
を
祀
っ
て
い
る
。 

昭
和
六
十
二
年
六
月
、
庫
裡
客
殿
建
設

地
よ
り
、
明
の
渡
来
銭
約
二
千
枚
が
出
土

し
て
い
る
。
本
堂
は
、
民
家
を
移
築
し
た

も
の
で
、
細
い
柱
が
幾
つ
も
使
用
さ
れ
て

い
る
。 

現
在
、
同
宗
派
の
廃
寺
と
な
っ
た
無
量

院
に
変
わ
っ
て
、
八
王
子
三
十
三
観
音
第

十
七
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
。 

              

                        

                        

旧法泉寺山門と旧本堂 

曼 

荼 

羅 

半
鐘
（
加
藤
氏
作
） 

旧 本 堂 内（民家を移築した本堂） 新 法泉寺本堂 
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◎
参
考
資
料 

・
夕
焼
け
の
里
を
訪
ね
て 

・
恩
方
の
歴
史
を
知
る
会 

・
創
如
期
の
観
栖
寺 

・
八
王
子
辞
典 

・
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道 

・
歴
史
散
歩
事
典 

・
と
ん
と
ん
む
か
し 

菊
地
正 

・
八
王
子
市
史 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
八
王
子
の
歴
史
と
文
化 

・
大
日
本
人
名
辞
書 

・
八
王
子
ふ
る
さ
と
む
か
し
話 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
昭
文
社
地
図 

    

機守稲荷 永楽銭（中国のもの） 

―メモー 


